
第 19 回マイコンカーラリー山形県大会 

 

第 19 回マイコンカーラリー実行委員会 事務局長   

羽黒高等学校  本間 智哉 

１ はじめに 

 平成 29 年 11 月 3 日（祝・金）羽黒高等学校総合

体育館を会場に、第 19 回マイコンカーラリー山形

県大会が４９台のマシン参加のもと開催された。 

 

２ 参加登録校と参加台数 

米沢工業   Advanced Class    １台 

       Basic Class      ９台 

米沢工業( 定)  Advanced Class    ３台 

Basic Class      ０台 

長井工業   Basic Class      ５台 

山形工業   Advanced Class    ３台 

       Basic Class      ０台 

寒河江工業  Advanced Class    ０台 

  Basic Class      ４台 

山形電波   Advanced Class    ２台 

       Basic Class      ６台 

村山産業   Advanced Class    ２台 

       Basic Class      ２台 

新庄神室   Advanced Class    ０台 

Basic Class      ２台 

鶴岡工業   Advanced Class    １台 

Basic Class      ５台 

酒田光陵   Advanced Class    ２台 

Basic Class       １台 

羽黒     Basic Class      １台 

【参加校 11校、参加台数 49台】 

 Advanced Class    9 校 14台   

Basic Class    11校 35台 

（第 17回大会は 12校、参加台数 60台 

 第 18回大会は 11校、参加台数 57台） 

 2 年続けて、若干少なくなった。 

３ 競技結果 

 競技は 2 台並走のタイムレースとし、in 、out コ

ース各々1 回走行を行い、ベストタイムによって順

位を決定する。学校対抗の表彰は、Advanced、Basic 

両部門のポイントをまとめ、合計点で順位を決め表

彰する。各部門の結果は以下の通りである。 

【学校対抗】 

  優 勝 長井工業高等学校 

 第 2 位 村山産業高等学校 

 第 3 位 山形電波工業高等学校 

【個人】 

Advanced Class 

優 勝 山形工業 元木 達彦（全国大会） 

第 2 位 村山産業 矢田目友星（全国大会） 

第 3 位 酒田光陵 佐藤 優真（全国大会） 

 第 4 位 山形電波 菅原 樹 

 第 5 位 村山産業 滝口 理久 

Basic Class 

優 勝 長井工業 御供 健吾（諸事情で全国辞退） 

第 2 位 長井工業 遠藤 拓也（全国大会） 

第 3 位 山形電波 木村 智哉（全国大会） 

第 4 位 米沢工業 佐藤 悠馬 

第 5 位 米沢工業 齋藤 洋樹 

 

 今年もコースアウトとなるマシンが続出し、完走

率は Advancedで 40.0％、Basic で 38.8％と低い数

字であった。そんな中、Advanced Class 優勝の元木

くんは、12.63 秒という全国トップクラスの速さで

ゴールできるマシンで出場し、全国での活躍が期待

された。 

 



４ 全国大会 

昨年度に引き続き、今年度も本県に、Advanced 

Class3 台、Basic Class 2 台の出場枠が与えられ、成

績上位で推薦された先記の 5 名が平成 30 年 1 月 7

日（日）に東京都八王子市の日本工学院専門学校を

会場に開催された全国大会「ジャパンマイコンカー

ラリー2018」に出場した。   

全国大会ではまず予選走行を行って、決勝トーナ

メントに進出する代表者をタイム順に決定すること

になっている。出場総数は、124 台で昨年とほぼ同

数。 

Advanced Classは、参加台数 76 台で、完走台数

42台 完走率 55.3%( 昨年比 14％も低下） 

Basic Class は、参加台数 48 台 完走台数 32 台 

完走率 66.7％ 

 決勝トーナメントに進めるのは Advanced Class

が上位 8 台、Basic Class が上位 4 台と、昨年度に

引き続き、大変狭き門であった。本県選手の予選結

果は、Advanced Classで第 1 代表の元木達彦（山形

工業）が 14" 61で 18位（本県最高位）。第 2 代表の

矢田目友星（村山産業）が 2 本ともレーンチェンジ

でのコースアウト。第 3 代表の佐藤優真（酒田光陵）

は、18" 04で 38 位であった。 Basic Class では、第

1 代表の遠藤拓也（長井工業）が 31" 42で 29位、第

2 代表の木村智哉（山形電波工業）が 2 本ともクラ

ンクでのコースアウトと、残念ながら 5 名とも決勝

トーナメント進出はできなかった。 

 

 

５ 大会を振り返って 

 スポンサーの撤退から 2 年。開催の危ぶまれる大

会であったが、日立ドキュメントソリューションズ

協賛の元、高産連や工業部会からの補助のおかげで、

資金面では心配することなく運営することができた。 

県大会は、本校の大きな体育館を使用したことで、

会場そのものは余裕をもって実施できたが、事務局

初担当ということもあり、様々バタついたことを反

省点としたい。また、本校以外に鶴岡工業高校、酒

田光陵高校の庄内三校が事務局として運営した初め

ての形態は、ワークシェアという意味では有効であ

ったものの、連携を密にすることの難しさを、お互

いに感じながらの業務遂行となった。事務局の他校

生徒が、本校スタッフにサポートしてくれたおかげ

で成功に終わることができた。 

また、担当 2 年目になった日立ドキュメントソリ

ューションズの近野さんが、気さくで、素人のよう

なこちらの疑問に対し、頻繁に対応してくれたこと。

更には、昨年度事務局であった米沢工業高校の金子

豊先生から、細々としたこと全て、その都度お教え

いただいたことなどが、無事大会を終えられたこと

の要因となった。改めて感謝いたしたい。 

終わりに、全国大会出場者からの報告として、マ

シンの高速化が進む中でもハード、ソフトの完成度

の差が順位に影響。上位層では、高剛性、低重心な

のはこれまで同様で、制御系についてもキット以上

の性能を追求するため、ドライブ基板、センサ基板

など自作しているところが多かったとの情報をいた

だいた。 

本県では県予選=地区予選なので、強豪地区に比べ

ると指導者・選手共に経験・知識・モチベーション

など様々な点で不足しているところは否めないとい

うことの他、上位入賞を果たすには、多角的な改善

が必要と考えられる。技術の向上と交流をはかり、

全国大会では全員が決勝に進むことができるように

期待したい。 

 

 

 

 


